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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月21日(2010.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の主辺、及び、該主辺に隣接する一対の副辺を備えた矩形状の太陽電池パネルと、
前記主辺を挟持する一対の主枠部材と、前記副辺を挟持する一対の副枠部材と、前記主枠
部材間に架設されると共に、前記太陽電池パネルの裏面を支持する補強枠部材と、前記補
強枠部材と交差して前記副枠部材間に架設されると共に、前記補強枠部材に当接して前記
補強枠部材を支持する補強枠支持部材と、前記太陽電池パネルの裏面に配置された端子ボ
ックスとを備えた太陽電池モジュールの製造方法であって、
　前記補強枠支持部材は、前記補強枠部材と交差する部分に、前記補強枠部材に底面が当
接し、かつ前記補強枠部材の幅よりも広い幅となるように形成された凹部が設けられてお
り、
　前記補強枠支持部材を、前記補強枠部材に直角ではない角度で交差し、かつその状態か
ら前記補強枠部材との交差角度が直角になるまで回転させた場合に前記端子ボックスに接
触しない位置となるよう、前記一対の主枠部材及び前記一対の副枠部材により囲まれた空
間に挿入して、前記凹部底面を前記補強枠部材に当接させた後、
　前記補強枠支持部材を、前記端子ボックスを避けて前記補強枠部材に直交するように回
転させて、前記副枠部材間に架設することを特徴とする太陽電池モジュールの製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の太陽電池モジュールの製造方法において、
　前記副枠部材は、前記太陽電池パネルの裏面側で内側に張出して形成された副底部片を
備えており、
　前記補強枠支持部材の回転により、該補強枠支持部材の両端部が、前記太陽電池パネル
裏面と前記副底部片との間に挿入される太陽電池モジュールの製造方法。
【請求項３】
　一対の主辺、及び、該主辺に隣接する一対の副辺を備えた矩形状の太陽電池パネルと、
前記主辺を挟持する一対の主枠部材と、前記副辺を挟持する一対の副枠部材と、前記主枠
部材間に架設されると共に、前記太陽電池パネルの裏面を支持する補強枠部材と、前記補
強枠部材と交差して前記副枠部材間に架設されると共に、前記補強枠部材に当接して前記
補強枠部材を支持する補強枠支持部材と、前記太陽電池パネルの裏面に配置された端子ボ
ックスとを備えた太陽電池モジュールの施工方法であって、
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　前記補強枠支持部材は、前記補強枠部材と交差する部分に、前記補強枠部材に底面が当
接し、かつ前記補強枠部材の幅よりも広い幅となるように形成された凹部が設けられてお
り、
　前記補強枠支持部材を、前記補強枠部材に直角ではない角度で交差し、かつその状態か
ら前記補強枠部材との交差角度が直角になるまで回転させた場合に前記端子ボックスに接
触しない位置となるよう、前記一対の主枠部材及び前記一対の副枠部材により囲まれた空
間に挿入して、前記凹部底面を前記補強枠部材に当接させた後、
　前記補強枠支持部材を、前記端子ボックスを避けて前記補強枠部材に直交するように回
転させて、前記副枠部材間に架設することを特徴とする太陽電池モジュールの施工方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の太陽電池モジュールの施工方法において、
　前記副枠部材は、前記太陽電池パネルの裏面側で内側に張出して形成された副底部片を
備えており、
　前記補強枠支持部材の回転により、該補強枠支持部材の両端部が、前記太陽電池パネル
裏面と前記副底部片との間に挿入される太陽電池モジュールの施工方法。
【請求項５】
　一対の主辺、及び、該主辺に隣接する一対の副辺を備えた矩形状の太陽電池パネルと、
前記主辺を挟持する一対の主枠部材と、前記副辺を挟持する一対の副枠部材と、前記主枠
部材間に架設されると共に、前記太陽電池パネルの裏面を支持する補強枠部材と、前記太
陽電池パネルの裏面に配置された端子ボックスとを備えた太陽電池モジュールに対して、
前記補強枠部材と交差して前記副枠部材間に架設されると共に前記補強枠部材に当接して
前記補強枠部材を支持する補強枠支持部材を架設することによって前記太陽電池モジュー
ルの構造の強度を強化する太陽電池モジュールの補強方法であって、
　前記補強枠支持部材は、前記補強枠部材と交差する部分に、前記補強枠部材に底面が当
接し、かつ前記補強枠部材の幅よりも広い幅となるように形成された凹部が設けられてお
り、
　前記補強枠支持部材を、前記補強枠部材に直角ではない角度で交差し、かつその状態か
ら前記補強枠部材との交差角度が直角になるまで回転させた場合に前記端子ボックスに接
触しない位置となるよう、前記一対の主枠部材及び前記一対の副枠部材により囲まれた空
間に挿入して、前記凹部底面を前記補強枠部材に当接させた後、
　前記補強枠支持部材を、前記端子ボックスを避けて前記補強枠部材に直交するように回
転させて、前記副枠部材間に架設することを特徴とする太陽電池モジュールの補強方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の太陽電池モジュールの補強方法において、
　前記副枠部材は、前記太陽電池パネルの裏面側で内側に張出して形成された副底部片を
備えており、
　前記補強枠支持部材の回転により、該補強枠支持部材の両端部が、前記太陽電池パネル
裏面と前記副底部片との間に挿入される太陽電池モジュールの補強方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】太陽電池モジュールの製造方法、施工方法、及び、補強方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
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　本発明は、枠部材を用いて太陽電池パネルを保持すると共に、この枠部材に結合される
補強枠部材を用いた太陽電池モジュールの製造方法、施工方法、及び、補強方法に関する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そこで、この発明は、このような要望に対処するためになされたものであって、積雪地
帯等における使用に対して、補強枠部材を備えた太陽電池モジュールを、その構造に対す
る大幅な変更や改造を伴うことなく用いてその強度の強化を図ることができる太陽電池モ
ジュールの製造方法、施工方法、及び、補強方法を提供しようとするものである。また、
制作や現場における施工が容易で、制作期間、或いは、施工期間の増加やコスト増加等を
抑制することが可能な太陽電池モジュールの製造方法、施工方法、及び、補強方法を提供
しようとするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の太陽電池モジュールの製造方法は、一対の主辺、及び、該主辺に隣接する一対
の副辺を備えた矩形状の太陽電池パネルと、前記主辺を挟持する一対の主枠部材と、前記
副辺を挟持する一対の副枠部材と、前記主枠部材間に架設されると共に、前記太陽電池パ
ネルの裏面を支持する補強枠部材と、前記補強枠部材と交差して前記副枠部材間に架設さ
れると共に、前記補強枠部材に当接して前記補強枠部材を支持する補強枠支持部材と、前
記太陽電池パネルの裏面に配置された端子ボックスとを備えた太陽電池モジュールの製造
方法であって、前記補強枠支持部材は、前記補強枠部材と交差する部分に、前記補強枠部
材に底面が当接し、かつ前記補強枠部材の幅よりも広い幅となるように形成された凹部が
設けられており、前記補強枠支持部材を、前記補強枠部材に直角ではない角度で交差し、
かつその状態から前記補強枠部材との交差角度が直角になるまで回転させた場合に前記端
子ボックスに接触しない位置となるよう、前記一対の主枠部材及び前記一対の副枠部材に
より囲まれた空間に挿入して、前記凹部底面を前記補強枠部材に当接させた後、前記補強
枠支持部材を、前記端子ボックスを避けて前記補強枠部材に直交するように回転させて、
前記副枠部材間に架設することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の太陽電池モジュールの施工方法は、一対の主辺、及び、該主辺に隣接す
る一対の副辺を備えた矩形状の太陽電池パネルと、前記主辺を挟持する一対の主枠部材と
、前記副辺を挟持する一対の副枠部材と、前記主枠部材間に架設されると共に、前記太陽
電池パネルの裏面を支持する補強枠部材と、前記補強枠部材と交差して前記副枠部材間に
架設されると共に、前記補強枠部材に当接して前記補強枠部材を支持する補強枠支持部材
と、前記太陽電池パネルの裏面に配置された端子ボックスとを備えた太陽電池モジュール
の施工方法であって、前記補強枠支持部材は、前記補強枠部材と交差する部分に、前記補
強枠部材に底面が当接し、かつ前記補強枠部材の幅よりも広い幅となるように形成された
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凹部が設けられており、前記補強枠支持部材を、前記補強枠部材に直角ではない角度で交
差し、かつその状態から前記補強枠部材との交差角度が直角になるまで回転させた場合に
前記端子ボックスに接触しない位置となるよう、前記一対の主枠部材及び前記一対の副枠
部材により囲まれた空間に挿入して、前記凹部底面を前記補強枠部材に当接させた後、前
記補強枠支持部材を、前記端子ボックスを避けて前記補強枠部材に直交するように回転さ
せて、前記副枠部材間に架設することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　更に、本発明の太陽電池モジュールの補強方法は、一対の主辺、及び、該主辺に隣接す
る一対の副辺を備えた矩形状の太陽電池パネルと、前記主辺を挟持する一対の主枠部材と
、前記副辺を挟持する一対の副枠部材と、前記主枠部材間に架設されると共に、前記太陽
電池パネルの裏面を支持する補強枠部材と、前記太陽電池パネルの裏面に配置された端子
ボックスとを備えた太陽電池モジュールに対して、前記補強枠部材と交差して前記副枠部
材間に架設されると共に前記補強枠部材に当接して前記補強枠部材を支持する補強枠支持
部材を架設することによって前記太陽電池モジュールの構造の強度を強化する太陽電池モ
ジュールの補強方法であって、前記補強枠支持部材は、前記補強枠部材と交差する部分に
、前記補強枠部材に底面が当接し、かつ前記補強枠部材の幅よりも広い幅となるように形
成された凹部が設けられており、前記補強枠支持部材を、前記補強枠部材に直角ではない
角度で交差し、かつその状態から前記補強枠部材との交差角度が直角になるまで回転させ
た場合に前記端子ボックスに接触しない位置となるよう、前記一対の主枠部材及び前記一
対の副枠部材により囲まれた空間に挿入して、前記凹部底面を前記補強枠部材に当接させ
た後、前記補強枠支持部材を、前記端子ボックスを避けて前記補強枠部材に直交するよう
に回転させて、前記副枠部材間に架設することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記の太陽電池モジュールの製造方法、施工方法、及び、補強方法によれば、補強枠支
持部材は、該補強枠支持部材の主軸と補強枠部材の主軸とが立体交差するようにして架設
される。そのため、補強枠部材に対する変更や改造を伴うことなく、補強枠支持部材を補
強枠部材と交差させて、副枠部材間に架設することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１



(5) JP 2010-283397 A5 2011.3.3

【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　又、上記の太陽電池モジュールの製造方法、施工方法、及び、補強方法は、前記副枠部
材が、前記太陽電池パネルの裏面側で内側に張出して形成された副底部片を備えており、
前記補強枠支持部材の回転により、該補強枠支持部材の両端部が、前記太陽電池パネル裏
面と前記副底部片との間に挿入されるのが好適である。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２



(7) JP 2010-283397 A5 2011.3.3

【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　次に、本発明の実施の形態における太陽電池モジュールの製造方法、施工方法、及び、
補強方法について、図面を参照しながら説明する。図１は、本実施の形態における太陽電
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池モジュール１の平面図、図２は、正面図、図３は、側面図、図４は、底面図、そして、
図５は、太陽電池モジュール１の枠部材を内側から見た部分斜視図である。尚、図５では
太陽電池パネル２は、省略されている。


	header
	written-amendment

